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研究内容 

 

がんで治療中の患者さんの健康関連 Quality of Life（QOL：生活の質）、Self-Efficacy(自己効力感)および身 

体活動（Physical Activity）と予後や治療効果との関連を調べ、患者さんの QOL を改善する看護・医療の提 

供に寄与しうる研究を行っています。 
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